
　全校児童に一人１台のタブ
レットが配付され、児童の学習への意欲がグンと高まりました。その
意欲を学力につなげられるよう、職員もしっかり研修を行い、授業の
中でより効果的に活用できるよう日々研究を重ねています。

令
和
4年
2月
15日（

N
o.106）

■
発
行
/
三
股
町
議
会

み
ま
た
ん
ぎ
か
い

三
股
町
議
会
だ
よ
り

1
0
6

v
o
l.

委 員 長

田中 光子
委　　員

新坂 哲雄
副委員長

楠原 更三

委　　員

指宿 秋廣

議会広報編集常任委員会
編

集

後

記

〒
889

-1995 
宮
崎
県
北
諸
県
郡
三
股
町
五
本
松
1-1

TEL.0986-52-9310
三
股
町
議
会
事
務
局

■
編
集
/
議
会
広
報
編
集
常
任
委
員
会

106

vol.

発行／三股町議会
2022年2月15日発行

三股町議会だより

みまたんぎかい
よい人、よい町、よい政治。議員が編集した手づくり広報紙

花と緑と水の町三股町

町民の安全・安心を守る
頼もしい消防団の皆さん

ありがとう！

　梶山小学校は、創立14８年目の歴史ある学
校です。全校児童７１人という少人数の利点を
生かし、日々の「凡事徹底」の指導と、実態に
即したきめ細やかな指導を通して教育の質の

向上を図ります。また、児童同士の関わりはも
ちろんのこと、児童一人一人に様々な職員が関
わることを通して、存在感を高め、心の居場所
としての学校づくりに努めています。

み
ま
た
ん
学
校
紹
介

かんどうがいっぱい じまんがいっぱい
 やる気じゅうぶん

まいにちが楽しい 梶山小学校

わが校のココがポイント！！

三
股
町
に
あ
る
小
中
学
校
の
１
校
に
ス
ポ
ッ
ト
を
あ
て
、タ
ブ
レ
ッ
ト
導
入
に
よ
る
学
習
の

成
果
や
、独
自
の
教
育
や
取
り
組
み
な
ど
、各
校
の
特
色
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

三
股
町
立
梶
山
小
学
校
住
所
／
三
股
町
大
字
長
田
２
８
７
６

設
立
／
明
治
６
年
　
生
徒
数
／
71
名

Vol.3

　国
は
、マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
と
運
転
免

許
証
を
一
体
化
し
て
、行
政
手
続
き
な
ど
デ

ジ
タ
ル
化
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

　こ
れ
に
よ
っ
て
免
許
更
新
が
便
利
に
な

り
、警
察
の
窓
口
業
務
が
軽
減
さ
れ
る
こ
と

は
良
い
こ
と
で
す
。

　し
か
し
、高
齢
者
ド
ラ
イ
バ
ー
に
よ
る
ア

ク
セ
ル
と
ブ
レ
ー
キ
の
踏
み
間
違
い
や
高

速
道
路
の
逆
走
事
故
な
ど
が
頻
発
し
て
い

ま
す
。

　こ
れ
を
防
ぐ
た
め
に
は
、認
知
機
能
や
身

体
機
能
を
測
定
し
た
り
、免
許
証
返
納
に
つ

い
て
も
適
正
に
応
じ
た
ア
ド
バ
イ
ス
を
し

た
り
す
る
こ
と
が
不
可
欠
だ
と
考
え
ま
す
。

（
新
坂
）

タブレット導入後の変化 　運動会では5・6年生が地域の保存会のご指導の
もと、伝統芸能である「棒踊り」「俵踊り」を隔年で披露します。
　また、昼休み時間に委員会企画で「みんなで遊ぼう集会」を実施し
ています。全校で仲良く元気よく遊びます。　

当校の自慢

photo：消防出初式の様子(1月9日)

そこが聞きたい !!

一般質問 9名

vol.3みまたん学校紹介

三股町立梶山小学校

視察研修に行ってきました

総務産業常任委員会
文教厚生常任委員会

一般会計補正予算等、全て全会一致で可決

三股町議会 第7回（令和3年12月）定例会報告
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12
月
定
例
会
を
12
月
3
日
か
ら
17
日

ま
で
の
15
日
間
開
催
し
ま
し
た
。

今
議
会
で
は
19
議
案
が
上
程
さ
れ
、

す
べ
て
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

TOPICK 一般会計補正予算等、
全て全会一致で可決

三
股
町
議
会

第
7
回
（
令
和
3
年
12
月
）
定
例
会
報
告

一般会計補正予算

人事案件

条例改正等
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
関
連

公平委員会委員 教育委員会委員

◉子育て世帯臨時特別給付金の増額

◉コロナワクチン個別接種業務委託料の増額

◉学校ＩＣＴ整備事業学習用タブレットパソコン購入の増額

◉町イベント事業補助金の減額

◉ハーフマラソン大会事業委託料の減額

◉ふるさと振興人材育成国内海外派遣事業補助金の減額

◉役場庁舎駐車場南側車庫設置業務委託料の増額

◉交流拠点施設整備基本設計業務委託料の減額

◉地域生活支援事業費の増額

◉子ども医療費の増額

◉公共施設等適正管理推進事業の増額

6億4,290万円 増額

●�三股町国民健康保険税�
条例の一部を改正する条例
　�健康保険法施行令等の一部改正に伴い、出産育児一
時金の額の変更を行う条例改正

●�三股町道路占用料徴収条例の一部を改正する条例
　�道路法施行令の一部改正に伴い、道路占用料の単価の
改正等を行う条例改正

●�三股町犯罪被害者等支援条例
　�犯罪被害者等基本法に基づき、犯罪被害者等の支援を
総合的に推進し、犯罪被害者等が受けた被害の早期回
復及び軽減を図ることを目的とした条例制定

●�指定管理の指定について（上米公園パークゴルフ場）
　�指定管理期間終了に伴う指定管理者の指定

●�工事請負計画の変更について（令和3年度（仮称）三股
町第5地区防災センター建設工事）

　※P15に平面図があります。

　�新築住宅需要増などによる木材価格の高騰に伴い、建
設工事に係る物価の上昇を反映した請負代金額の変
更によるもの

●�三股町公共下水道三股中央浄化センターし尿汚泥処
理棟築造工事に関する基本協定の締結について

　※P4に関連記事があります。

　�日本下水道事業団との間で、三股町公共下水道三股中
央浄化し尿汚泥処理棟築造工事に関する基本協定を
締結するもの

●�第2次三股町男女共同参画プラン�
（三股町DV防止基本計画含む）の改訂について
　�女性活躍推進法施行に伴う所要の改訂と、各施策に
関する現状評価を行い計画全体の所要の改訂を行う
もの

●三股町議会ハラスメント根絶条例
●三股町議会会議規則の一部を改正する議会規則

条例改正

第６回（10月）
臨時会報告

可
決

可
決

可
決

可
決

公共下水道事業特別会計補正予算
◉報酬及び共済費の増額

国民健康保険特別会計補正予算
◉税制改正対応に伴うシステム改修費の増額 145145万万44千円の千円の追加追加
後期高齢者医療保険特別会計補正予算
◉人件費の増額 2929万万33千円の千円の追加追加
介護保険特別会計補正予算
◉介護予防サービス給付費の増額 145145万万44千円の千円の追加追加

2323万万33千円の千円の追加追加

新型コロナウイルス関連
◉臨時特別給付金（住民税非課税世帯等）
◉子育て世帯臨時特別給付金（所得制限以上の世帯分）
◉新型コロナウイルス接種対策事業費

（令和4年1月14日開催）

（令和3年10月29日開催）

第１回（1月）
臨時会報告　

一般会計補正予算

33億億8,3458,345万万22千円の千円の増額増額

特別会計補正予算 可
決

黒木�弘己�氏
（再任）

宮内�浩二郎�氏
（新任）

岩元�安子�氏
（新任）

長岡�江利子�氏
（新任）

全議案が全会一致で可決のため、
表決結果を掲載しておりません。

第7回（令和3年12月）定例会 採決結果

可
決
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傍聴者数：延べ29名傍聴者数：延べ29名
ありがとうございました。ありがとうございました。

●  6p 〜14pは一般質問のやりとりの中から 
質問した議員自らが抜粋した内容を掲載しています。

各常任委員会が下記日程で行われました各常任委員会が下記日程で行われました

令和3年�三股町議会�第7回（12月）定例会�一般質問一覧

「常任委員会」は議案などを詳しく審査するための機関です。議員はいずれかの委員会に所属しています。

実施日 委員会（審査議案数）

12月13日（月）、14日（火） 総務産業常任委員会（6議案）　文教厚生常任委員会（5議案）

12月15日（水）、16日（木） 一般会計予算・決算常任委員会（1議案）

質問者 通告された質問事項 頁

堀内 義郎 議員
①�牛白血病について
②�サツマイモ基腐病について

③�新型コロナウイルス感染症について
6p

田中 光子 議員 ①�通学路について ②�生理の貧困問題について 7p

上西 祐子 議員
①��デジタル化で私たちの暮らしと地方
自治はどうなるのか

②�生理の貧困について
③�福祉灯油の支援について

8p

楠原 更三 議員 ①�三股の魅力について ②�文教みまたについて 9p

内村 立吉 議員
①�タブレット端末について
②�小学校の通学路について
③�給食センターについて

④�新型コロナワクチン接種について
⑤��第63回県畜産共進会和牛枝肉につ
いて

10p

池邉 美紀 議員
①�長田峡のライトアップについて
②�不登校およびひきこもりについて

③�新型コロナワクチンについて　
11p

堀内 和義 議員

①��勝岡蓼池線沿道（大原地区）の周辺整
備について

②��みまたん霧島パノラマまらそん大会
について

③��高病原性鳥インフルエンザ防疫対策
について

12p

指宿 秋廣 議員
①�防災対策について
②�投票率の改善対策について

③�鳥インフルエンザの対策について
④�「みまたはぁと便」について

13p

新坂 哲雄 議員 ①�農業対策について ②�防犯灯設置について 14p

議員が町の事務の執行の状況や将来に対する考え方などの報告や
説明を町長などに求め、町が町民のために適切な町政運営を進め
ているかをチェックするものです。

一般質問とは

そこが聞きたい!そこが聞きたい!
一般質問

議会正常化調査特別委員会の報告

第9回（10月29日） 第10回（11月29日） 第11回（1月14日）

①��行政不服審査法の進捗事項の
確認

①��会議規則第110条中の委員会
の議員構成について

①��行政不服審査法の進捗事項の
確認

②�今後の議会の対応について ②��行政不服審査法の進捗事項の
確認 ②�今後の議会の対応について

ー ③�今後の議会の対応について ー

三股町ホームページでも
ご覧いただけます！ 三股町HP＞行政情報＞三股町議会＞議会正常化調査特別委員会

三股町 検索

各委員会での審査過程でたくさんのことが議論されました。
各委員会での議案を紹介します。

一般会計予算・一般会計予算・
決算常任委員会決算常任委員会

文教厚生常任委員会文教厚生常任委員会

子育て困窮世帯支援事業の
内容は？

産科医療
保障制度
とは何で
すか？

新型コロナウイルス感染症の影響により、
子どもの食生活の不安や学習機会の減
少が懸念される中、児童がいる世帯の
経済的困窮や学習機会減少に対する支援

（子ども食堂、フードバンク、子どもの学
習支援）を行う町内の団体に対し、食材
及び食事の提供に要する経費及び学習
機会の提供に要する経費に補助金を交付

する事業です。
分娩に関連して発症した重
度脳性麻痺児とその家族の
経済的負担を速やかに補償
するものです。

契約先の日本水道事業団は、地方公共団体の長などが発起
人となり設立され、日本下水道事業団法に基づいて設置さ
れている地方共同法人であるため、随意契約としています。

公共下水道三股中央浄化センターし尿汚泥処理棟築造工事
が、15億5,500万円と高額にもかかわらず、競争入札とせ
ずに随意契約とするのはなぜですか？

総務産業常任委員会総務産業常任委員会
総務課、企画商工課、税務財政課、都市整備課、農業振興課、環境水道課、
会計課、議会事務局、選挙管理委員会、農業委員会

福祉課、高齢者支援課、町民保健課、教育委員会



7 6

通
学
路
に
つ
い
て

通
学
路
に
つ
い
て

Q
植
木
か
ら
三
股
西
小
学
校
ま
で
の

通
学
路
の
問
題
点
を
把
握
さ
れ
て

い
ま
す
か
？

A
教
育
長

　

稗
田
西
交
差
点
で
、
歩
行
者
が
滞
留
す
る

空
間
に
ガ
ー
ド
レ
ー
ル
が
設
置
さ
れ
て
い
な

い
箇
所
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
稗
田
団
地
南

交
差
点
で
、
優
先
道
路
の
設
定
と
そ
の
対
策

を
検
討
す
る
べ
き
箇
所
が
あ
る
こ
と
を
把
握

し
、
対
策
を
協
議
し
て
い
ま
す
。

Q
「
み
ま
も
り
た
い
」
の
方
々
と
の
、
意

見
交
換
は
ど
の
よ
う
に
行
わ
れ
て

い
ま
す
か
？

A
教
育
課
長

　

通
学
路
点
検
に
お
い
て
、
見
守
り
隊
員
も

危
険
個
所
を
察
知
す
る
重
要
な
役
割
を
担
っ

て
い
る
と
認
識
し
て
い
ま
す
。
関
係
者
揃
っ

て
の
現
地
確
認
の
中
で
意
見
交
換
し
、
現
在

は
そ
の
対
策
に
つ
い
て
役
場
の
関
係
課
（
教

育
課
・
都
市
整
備
課
・
総
務
課
）
で
協
議
を

進
め
て
い
ま
す
。

Q
稗
田
団
地
横
は
グ
リ
ー
ン
ベ
ル
ト

が
あ
る
も
の
の
、
か
な
り
狭
く
な
っ

て
い
て
危
険
で
す
。
歩
道
の
確
保
を
お
願
い

で
き
な
い
で
し
ょ
う
か
？

A
都
市
整
備
課
長

　

歩
道
整
備
は
、
通
学
路
の
合
同
点
検
箇
所

が
条
件
と
な
っ
て
い
る
た
め
、
来
年
度
以
降

の
合
同
点
検
の
中
で
検
討
し
、
関
係
者
で
話

し
合
っ
て
対
応
し
て
い
く
こ
と
に
な
る
と
考

え
て
い
ま
す
。

Q
精
神
的
要
因
や
ス
ト
レ
ス
が
原
因
で

引
き
起
こ
さ
れ
る
「
心
因
性
頻ひ

ん

尿に
ょ
う」

も
あ
る
そ
う
で
す
。
途
中
の
ひ
え
だ
近
隣
公

園
の
西
側
に
ト
イ
レ
を
設
置
し
て
も
ら
え
な

い
で
し
ょ
う
か
？

A
教
育
長

　

心
因
性
頻
尿
に
悩
む
子
ど
も
た
ち
の
た
め

に
、
よ
り
細
か
な
配
慮
を
し
て
対
応
し
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

生
理
の
貧
困
問
題
に
つ
い
て

生
理
の
貧
困
問
題
に
つ
い
て

Q
宮
崎
県
教
育
委
員
会
は
、
県
立
高
校

を
は
じ
め
、
特
別
支
援
学
校
な
ど
の

個
室
ト
イ
レ
に
生
理
用
品
を
置
く
取
り
組
み

を
始
め
ま
し
た
。
本
町
の
小
中
学
校
で
も
取

り
組
ん
で
は
い
か
が
で
し
ょ
う
？

A
教
育
長

　

児
童
生
徒
の
発
達
段
階
を
考
慮
し
た
対
応

が
必
要
だ
と
考
え
て
い
ま
す
の
で
、
ま
ず
は

中
学
校
で
対
応
が
可
能
か
ど
う
か
、
場
合
に

よ
っ
て
は
県
教
育
委
員
会
が
実
施
し
た
検
証

等
を
本
町
で
も
行
う
な
ど
し
て
、
積
極
的
に

検
討
を
進
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

Q
仕
事
や
学
校
に
行
け
な
い
人
も
一

定
数
い
ま
す
。
こ
れ
は
女
性
だ
け
の

問
題
で
は
な
く
男
性
も
理
解
す
る
べ
き
問
題

と
し
て
、
社
会
全
体
で
捉
え
る
必
要
が
あ
り

ま
す
。
本
町
の
今
後
の
対
策
を
伺
い
ま
す
。

A
福
祉
課
長

　

生
理
の
貧
困
問
題
で
大
切
な
視
点
は
、
本

当
に
必
要
と
し
て
い
る
方
に
し
っ
か
り
生
理

用
品
を
配
布
す
る
こ
と
、
単
に
配
布
だ
け
で

終
わ
ら
せ
る
の
で
は
な
く
、
他
に
も
抱
え
て

い
る
困
り
ご
と
に
つ
い
て
も
把
握
し
、
必
要

な
支
援
に
繋
げ
る
機
会
に
す
る
こ
と
で
す
。

「
み
ま
た
ん
宅
食
ど
う
ぞ
便
」
を
活
用
し
、
配

布
で
き
な
い
か
検
討
し
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

教育長

現状で実施できる対策を協議中

西小通学路の問題点対策は

牛
白
血
病
に
つ
い
て

牛
白
血
病
に
つ
い
て

Q
町
の
和
牛
品
評
会
に
お
い
て
※

牛
白

血
病
の
検
査
が
義
務
付
け
ら
れ
ま
し

た
が
、
今
後
の
支
援
な
ど
対
応
は
ど
う
考
え

て
い
ま
す
か
？

A
農
業
振
興
課
長

　

現
在
、
Ｊ
A
都
城
が
検
査
に
か
か
る
費
用

の
一
部
を
負
担
し
て
い
ま
す
。
都
城
北
諸
管

内
の
子
牛
の
Ｐ
R
、
和
牛
生
産
農
家
お
よ
び

肥
育
農
家
の
さ
ら
な
る
所
得
向
上
に
も
つ
な

が
る
の
で
、
負
担
金
と
し
て
何
ら
か
の
支
援

が
で
き
な
い
か
検
討
し
て
い
ま
す
。

Q
都
城
北
諸
管
内
の
取
り
組
み
は
ど
う

進
め
ら
れ
て
い
ま
す
か
？

A
農
業
振
興
課
長

　

農
家
が
希
望
す
る
雌
牛
の
み
を
対
象
に
検

査
を
実
施
し
ま
す
。
町
品
評
会
及
び
郡
市
和

牛
共
進
会
へ
の
出
品
条
件
に
、
牛
白
血
病
陰

性
牛
が
追
加
と
な
っ
て
お
り
、
12
月
の
子
牛

せ
り
市
か
ら
「
次
世
代
雌
牛
」
の
表
示
を
行

い
ま
す
。
ま
た
、
J
Ａ
都
城
の
Ｈ
P
、
子
牛

せ
り
市
名
簿
に
も
記
載
し
ま
す
。

サ
ツ
マ
イ
モ

サ
ツ
マ
イ
モ
基基
も
と
ぐ
さ
れ

も
と
ぐ
さ
れ腐腐
病
に
つ
い
て

病
に
つ
い
て

Q
※

サ
ツ
マ
イ
モ
基
腐
病
の
発
生
に
つ

い
て
の
現
状
や
被
害
状
況
、
ま
た
抜

本
的
な
防
除
対
策
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

A
農
業
振
興
課
長

　

令
和
３
年
10
月
末
時
点
に
お
い
て
、
北
諸

県
農
業
改
良
普
及
セ
ン
タ
ー
（
都
城
・
三
股
）

に
よ
る
と
、
発
生
実
面
積
割
合
が
、
１
％
程

度
と
の
結
果
が
出
て
い
ま
す
。
抜
本
的
な
防

除
対
策
と
し
て
は
県
が
推
奨
す
る
次
の
３

つ
の
対
策
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

北
諸
県
地
区
で
は
さ
ら
に
踏
み
込
ん
だ

対
策
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

Q
次
年
度
植
付
け
の
影
響
と
、
今
後
の

支
援
は
ど
う
な
っ
て
い
ま
す
か
？

A
農
業
振
興
課
長

　

次
年
度
の
安
全
な
種
芋
を
安
定
的
に
確
保

で
き
る
か
対
策
を
検
討
し
て
い
ま
す
。
今
後

に
つ
い
て
は
、
基
腐
病
が
発
生
し
た
圃ほ

場
を

持
つ
農
家
に
対
し
、
令
和
３
年
、
４
年
産
に

つ
い
て
購
入
す
る
薬
剤
等
に
つ
い
て
の
補
助

事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。

Q
発
生
を
防
ぐ
た
め
隣
接
す
る
農
地

に
、
圃
場
へ
水
漏
れ
し
な
い
よ
う
防

止
徹
底
の
指
導
は
行
わ
れ
て
い
ま
す
か
？

A
農
業
振
興
課
長

　

Ｊ
Ａ
都
城
か
ん
し
ょ
部
会
の
農
家
に
は
、

J
Ａ
都
城
が
営
農
指
導
を
行
っ
て
い
ま
す
。

系
統
外
の
農
家
に
つ
い
て
は
、
県
が
作
成
す

る
防
除
用
の
チ
ラ
シ
な
ど
を
配
布
し
、
町
回

覧
で
お
知
ら
せ
を
定
期
的
に
掲
載
し
て
い
ま

す
。
ま
た
、
水
漏
れ
な
ど
の
苦
情
が
寄
せ
ら

れ
た
場
合
に
は
、
隣
接
地
の
農
家
に
改
善
す

る
よ
う
お
願
い
し
て
い
ま
す
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に

つ
い
て

つ
い
て

Q
ワ
ク
チ
ン
接
種
率
に
つ
い
て
、
若
い
世

代
の
接
種
状
況
は
ど
う
で
し
た
か
？

A
町
民
保
健
課
長

　

次
の
通
り
で
す
。

農業振興課長

支援ができないか検討している

牛白血病検査の支援を

そこが聞きたい!�そこが聞きたい!�堀堀
ほりほり

内内
うちうち

義義
よしよし

郎郎
ろうろう

議員議員一般質問そこが聞きたい!�そこが聞きたい!�田田
たた

中中
なかなか

光光
みつみつ

子子
ここ

議員議員一般質問

0 20 40 60 80 100

82.4％
79.3％

74.0％
72.2％

76.1％
74.5％

85.4％
84.4％

86.6％
85.3％

15～19歳

20歳代

30歳代

40歳代

全体

1回目

2回目

※2021年12月5日現在
40代以下のワクチン接種率

年見川

トライアル
●

●  
HEARTY
ながやま

●
シルバーバック

●
メディカルシティ
東部病院 ●

ひえだ近隣公園

稗田西
交差点

稗田団地
南交差点

稗田団地横
グリーンベルト

※ 

牛
白
血
病
…
白
血
球
（
リ
ン
パ
球
）
の
異
常
増
殖

や
腫
瘍
化
が
起
こ
る
病
気
で
、
発
症
す
る
と
食
欲

不
振
、
削
痩
、
体
表
リ
ン
パ
節
の
腫
脹
、
乳
量
低

下
な
ど
が
認
め
ら
れ
ま
す
。

※ 

サ
ツ
マ
イ
モ
基
腐
病
…
糸
状
菌
に
よ
っ
て
引
き

起
こ
さ
れ
、
こ
の
病
気
が
発
症
す
る
と
、
葉
が
変

色
し
て
生
育
不
良
に
な
り
、
根
元
が
黒
変
し
て
腐

敗
し
ま
す
。

病
原
菌
を
持
っ
て
い
る
芋
を

①
持
ち
込
ま
な
い　

②
増
や
さ
な
い

③
残
さ
な
い



9 8

A
企
画
商
工
課
長

　

令
和
７
年
度
末
を
目
標
に
全
国
共
通
の
標

準
シ
ス
テ
ム
に
移
行
す
る
予
定
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
、
地
方
自
治
体
は
、
シ
ス
テ
ム
へ

個
別
に
機
能
を
追
加
し
た
り
、
維
持
管
理
、
制

度
改
正
に
よ
る
改
修
な
ど
に
お
い
て
、
個
別

の
対
応
で
負
担
が
大
き
く
な
っ
て
い
ま
し
た
。

　

標
準
化
に
よ
っ
て
、
町
の
施
策
に
つ
い
て

独
自
の
判
断
が
で
き
な
く
な
る
の
で
は
な
い

か
と
懸
念
が
示
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
人
口
規

模
や
業
務
内
容
な
ど
の
違
い
が
あ
る
た
め
、

自
治
体
の
政
策
判
断
に
よ
っ
て
幅
を
認
め
る

と
し
て
い
ま
す
。

告
を
行
っ
て
い

ま
す
。Q

A
N
A

な
ど
、

ふ
る
さ
と
納
税

の
取
扱
い
先
を

増
や
す
検
討
は

さ
れ
ま
し
た
か
？

A
企
画
商
工
課
長

　

特
に
有
力
と
思
わ
れ
る
取
扱
い
先
に
つ
い

て
、
次
年
度
契
約
す
る
こ
と
を
検
討
し
た
い

と
思
い
ま
す
。

Q
都
城
市
と
の
大
き
な
差
を
ど
の
よ

う
に
思
わ
れ
ま
す
か
？

A
企
画
商
工
課
長

　

返
礼
品
が
都
城
市
の
1
1
0
0
品
目
に

対
し
て
、
本
町
は
1
7
7
品
目
で
す
。
返
礼

品
を
増
や
す
こ
と
は
重
要
で
す
の
で
、
登
録

事
業
者
の
協
力
を
得
る
こ
と
や
本
町
と
関
係

の
あ
る
企
業
と
の
連
携
を
含
め
た
事
業
者
の

開
拓
な
ど
、
地
道
な
取
り
組
み
を
し
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

ハ
ー
ト
型
の
町
に
つ
い
て

ハ
ー
ト
型
の
町
に
つ
い
て

Q
来
年
、
ハ
ー
ト
型
の
ま
ち
生
誕

1
5
0
年
を
迎
え
ま
す
が
、
こ
れ
に

つ
い
て
の
周
知
方
法
は
？

ふ
る
さ
と
納
税
に
つ
い
て

ふ
る
さ
と
納
税
に
つ
い
て

Q
本
町
は
全
国
の
自
治
体
ラ
ン
キ
ン

グ
で
素
晴
ら
し
い
評
価
を
得
ま
し

た
が
、
ふ
る
さ
と
納
税
に
も
こ
の
評
価
を
活

用
し
て
も
ら
い
た
い
と
思
い
ま
す
。
ふ
る
さ

と
納
税
は
年
末
に
大
き
な
動
き
が
見
ら
れ
る

と
い
う
こ
と
で
す
が
、
現
況
は
？

A
町
長

　

昨
年
度
の
寄
附
額
は
県
内
で
下
位
で
あ
っ

た
た
め
、
本
年
度
は
目
標
額
の
1
億
5
千
万

円
を
達
成
す
る
よ
う
、
大
き
く
4
つ
の
対
策

を
打
ち
立
て
、
努
め
て
い
ま
す
。
そ
れ
ら
の
取

り
組
み
の
成
果
が
、
9
月
の
寄
附
額
か
ら
現

れ
て
き
て
い
ま
す
。
ま
た
、
私
自
身
も
町
の
宣

伝
マ
ン
か
つ
、
ふ
る
さ
と
納
税
の
推
進
役
と

し
て
の
活
動
に
努
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

Q
情
報
発
信
と
し
て
の
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
掲
載
状
況
は
？

A
企
画
商
工
課
長

　

10
月
に
楽
天
で
ト
ッ
プ
広
告
を
行
っ
た
ほ

か
、
返
礼
品
を
使
っ
た
レ
シ
ピ
集
を
公
開
し

て
い
ま
す
。

ま
た
、
限
定

的
で
あ
り
ま

す
が
、
東
京

の
港
区
、
世

田
谷
区
、
神

奈
川
県
の
横

浜
市
を
対
象

に
、
ヤ
フ
ー

で
12
月
中
広

A
企
画
商
工
課
長

　
「
街
の
幸
福
度
ラ
ン
キ
ン
グ
」
で
本
町
が
全

国
3
位
と
な
っ
た
こ
と
が
マ
ス
コ
ミ
で
も
取

り
上
げ
ら
れ
、
反
響
を
呼
ん
で
い
ま
す
。「
幸

福
度
」
と
「
ハ
ー
ト
」
は
意
味
合
い
が
重
な
る

こ
と
か
ら
話
題
性
も
あ
り
、
ア
ピ
ー
ル
の
絶

好
の
チ
ャ
ン
ス
と
捉
え
、
こ
れ
か
ら
い
ろ
い

ろ
な
仕
掛
け
を
講
じ
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。
提
案
さ
れ
て
い
る
「
※

ハ
ー
ト
型
の

町�S
IN
C
E
1
8
7
2

」
も
宣
伝
の
一
つ
と
し
て

活
用
を
検
討
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

全
国
学
力
テ
ス
ト
の
結
果
に
つ
い
て

全
国
学
力
テ
ス
ト
の
結
果
に
つ
い
て

Q
全
国
学
力
テ
ス
ト
の
結
果
が
、「
文

教
み
ま
た
」
の
学
校
と
し
て
こ
れ
で

い
い
の
か
と
思
え
る
状
況
で
す
。
教
育
長
の

見
解
と
今
後
の
対
応
策
を
伺
い
ま
す
。

A
教
育
長

　

三
股
の
子
ど
も
た
ち
は
基
本
的
な
読
み

書
き
の
力
か
ら
論
理
的
に
説
明
す
る
力
、
ま

た
、
応
用
問
題
に
十
分
慣
れ
て
い
な
い
と
い

う
こ
と
が
課
題
と
し
て
挙
げ
ら
れ
ま
す
。
そ

れ
に
適
し
た
教
材
の
小
学
校
低
学
年
で
の
使

用
や
過
去
問
題
へ
の
取
り
組
み
を
実
施
し
ま

す
。
ま
た
、
こ
れ
ま
で
の
み
ま
た
ん
授
業
モ

デ
ル
を
改
定
、
そ
し
て
児
童
生
徒
へ
の
個
別

の
支
援
の
た
め
の
取
り
組
み
も
実
施
し
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す

町長

取組の成果が現れてきている

本年度のふるさと納税の現況は

デ
ジ
タ
ル
化
に
伴
う
個
人
情
報
の

デ
ジ
タ
ル
化
に
伴
う
個
人
情
報
の

取
り
扱
い
に
つ
い
て

取
り
扱
い
に
つ
い
て

Q
個
人
情
報
保
護
条
例
は
本
人
以
外
か

ら
の
情
報
収
集
、
目
的
外
利
用
は
原

則
禁
止
と
な
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
が
、
本

町
で
の
対
応
は
ど
う
な
っ
て
い
ま
す
か
？

A
町
長

　

町
民
の
個
人
情
報
保
護
に
つ
い
て
は
、
個

人
の
権
利
・
利
益
を
保
護
す
る
こ
と
を
目
的

に
、「
個
人
情
報
保
護
法
」
に
よ
り
定
め
ら
れ

て
い
ま
す
。

　

５
月
に
「
デ
ジ
タ
ル
社
会
の
形
成
を
図
る

た
め
の
関
係
法
律
の
整
備
に
関
す
る
法
律
」

が
公
布
さ
れ
、
令
和
４
年
度
中
に
国
が
保
有

す
る
個
人
情
報
の
取
り
扱
い
に
つ
い
て
の
法

律
が
個
人
情
報
保
護
法
に
統
合
さ
れ
ま
す
。

ま
た
、
令
和
５
年
の
春
ま
で
に
、
法
の
対
象

外
で
あ
っ
た
地
方
公
共
団
体
に
つ
い
て
個
人

情
報
保
護
制
度
の
共
通
ル
ー
ル
が
定
め
ら
れ

る
予
定
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

本
町
と
し
て
も
、
国
の
動
向
を
注
視
し
、

情
報
収
集
に
努
め
て
準
備
を
行
い
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

Q
※
「
地
方
公
共
団
体
情
報
シ
ス
テ
ム

の
標
準
化
に
関
す
る
法
律
」に
よ
り
、

自
治
体
に
対
し
て
国
が
決
め
た
基
準
に
適
合

し
た
シ
ス
テ
ム
の
利
用
を
義
務
付
け
ら
れ
る

と
地
方
自
治
の
侵
害
が
心
配
さ
れ
ま
す
が
？

生
理
の
貧
困
に
つ
い
て

生
理
の
貧
困
に
つ
い
て

（
小
中
学
校
、
社
協
の
ト
イ
レ
に
生
理

（
小
中
学
校
、
社
協
の
ト
イ
レ
に
生
理

用
品
の
設
置
を
）

用
品
の
設
置
を
）

Q 

コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
失
業
や
収
入

減
少
等
で
、
生
理
用
品
の
購
入
が

困
難
と
な
り
、
交
換
頻
度
を
減
ら
し
た
り
、

ト
イ
レ
ッ
ト
ペ
ー
パ
ー
で
代
用
し
た
り
し
て

い
る
と
い
っ
た
声
が
あ
り
ま
す
。

　

県
は
県
立
学
校
女
子
ト
イ
レ
に
生
理
用
品

を
設
置
す
る
と
発
表
し
ま
し
た
。
本
町
で
も

小
中
学
校
や
社
会
福
祉
協
議
会
の
ト
イ
レ
に

設
置
で
き
な
い
で
し
ょ
う
か
？

A
教
育
長

　

こ
の
取
り
組
み
に
関
し
て
は
、
ま
ず
は
中

学
校
で
可
能
か
ど
う
か
検
証
を
行
い
、
積
極

的
に
検
討
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

A
福
祉
課
長

　

社
協
の
ト
イ
レ
に
つ
い
て
は
今
後
検
討
し

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、「
み
ま
た

ん
宅
食
ど
う
ぞ
便
」
を
活
用
し
、
必
要
と
す
る

方
に
配
布
で
き
な
い
か
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

町長

共通ルールが定められる予定

個人情報保護への取り組みは

楽天広告

ヤフー広告
さまざまな行政サービスを受けることができる
マルチコピー機を役場1階税務財政課横に設置

「みまたん宅食どうぞ便」
パンフレット

そこが聞きたい!�そこが聞きたい!�上上
かみかみ

西西
にしにし

祐祐
ゆうゆう

子子
ここ

議員議員一般質問そこが聞きたい!�そこが聞きたい!�楠楠
くすくす

原原
はらはら

更更
こうこう

三三
ぞうぞう

議員議員一般質問

※ 

地
方
公
共
団
体
情
報
シ
ス
テ
ム
の
標
準
化
に
関

す
る
法
律
…
住
民
記
録
、
地
方
税
、
福
祉
な
ど
、

住
民
の
生
活
と
つ
な
が
り
の
深
い
、
17
の
業
務
を

処
理
す
る
シ
ス
テ
ム

※ 

三
股
町
が
ハ
ー
ト
型
の
町
に
な
っ
た
の
が

1
8
7
2
年
で
す
。
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長
田
峡
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
に
つ
い
て

長
田
峡
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
に
つ
い
て

Q
長
田
峡
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
の
現
状
と
継

続
の
可
能
性
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

A
町
長

　

地
区
の
活
性
化
を
図
る
取
り
組
み
の
一
環

と
し
て
、「
長
田
峡
き
ら
め
き
隊
」
が
主
体
と

な
り
、
関
係
団
体
と
町
の
協
力
・
支
援
に
よ

る
長
田
峡
公
園
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
が
平
成
30
年

か
ら
行
わ
れ
、
今
年
で
4
回
目
で
す
。
来
場

者
も
年
々
増
加
し
、
関
連
団
体
の
予
算
に
よ

り
行
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
引
き
続
き
継
続
す

る
と
い
う
前
提
の
も
と
で
、
検
討
し
て
い
き

ま
す
。

不
登
校
に
つ
い
て

不
登
校
に
つ
い
て

Q
児
童
生
徒
の
不
登
校
に
つ
い
て
推

移
と
現
状
を
伺
い
ま
す
。

A
教
育
長

　

小
学
校
は
平
成
29
年
度
か
ら
9
名
前
後

で
推
移
し
、
今
年
度
は
10
月
現
在
で
6
名
と

な
っ
て
い
ま
す
。
中
学
校
は
平
成
29
年
度
か

ら
42
名
前
後
で
推
移
し
、
今
年
度
は
10
月
現

在
で
40
名
で
す
。
生
徒
数
に
対
す
る
割
合
は
、

直
近
3
年
間
4
％
台
で
推
移
し
て
い
ま
す
。

Q
コ
ロ
ナ
禍
に
起
因
す
る
不
登
校
は

見
ら
れ
ま
す
か
？

A
教
育
長

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
起
因
す
る
顕
著

な
例
は
見
ら
れ
な
い
も
の
の
、
休
み
が
続
い

た
夏
以
降
、
新
型
コ
ロ
ナ
が
不
安
と
い
う
こ

と
で
休
ん
だ
と
い
う
生
徒
も
見
ら
れ
ま
し
た
。

Q
不
登
校
に
つ
い
て
の
対
策
は
？

A
教
育
長

　

教
育
委
員
会
か
ら
も
小
中
学
校
へ
出
向

き
、
不
登
校
の
対
処
な
ど
の
助
言
も
行
っ
て

い
ま
す
。
児
童
生
徒
の
居
場
所
づ
く
り
と
し

て
、
適
応
指
導
教
室
を
運
営
、
学
習
支
援
や

教
育
相
談
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
ま
た
保
護

者
か
ら
の
相
談
も
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

Q
教
育
機
会
確
保
法
施
行
か
ら
5
年

が
経
ち
、
都
会
で
は
フ
リ
ー
ス
ク
ー

ル
な
ど
も
あ
る
時
代
で
す
。
町
内
で
民
間
が

行
っ
て
い
る
児
童
生
徒
の
居
場
所
を
確
保
す

る
た
め
の
施
設
へ
の
参
加
を
、
学
校
の
出
席

扱
い
に
で
き
な
い
で
し
ょ
う
か
？

A
教
育
長

　

児
童
生
徒
の
居
場
所
を
確
保
す
る
た
め
の

施
設
は
、
地
域
内
に
2
か
所
あ
り
ま
す
。
現

状
で
は
出
席
扱
い
は
難
し
い
と
考
え
ま
す

が
、
今
後
（
設
備
や
体
制
等
が
）
充
実
し
て
く

れ
ば
検
討
し
ま
す
。
そ
の
場
合
、
一
定
の
基

準
や
ル
ー
ル
づ
く
り
が
必
要
に
な
る
と
考
え

ま
す
。

Q
社
会
福
祉
協
議
会
な
ど
と
協
議
は

な
さ
れ
て
い
ま
す
か
？

A
教
育
長

　

不
登
校
の
要
因
で
医
療
機
関
や
社
会
福
祉

協
議
会
、
警
察
な
ど
多
く
の
機
関
と
連
携
を

と
っ
て
対
処
し
て
い
ま
す
。
社
会
福
祉
協
議

会
と
は
、
概
ね
月
に
１
回
程
度
協
議
を
行
っ

て
い
ま
す
。

Q
不
登
校
の
要
因
は
様
々
で
す
が
、
三

股
町
に
住
ん
で
良
か
っ
た
と
親
子

が
思
え
る
よ
う
な
教
育
機
会
で
あ
っ
て
ほ

し
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
点
に
つ
い
て

は
、
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
ま
す
か
？

A
教
育
長

　

不
登
校
に
限
ら
ず
学
力
も
、
三
股
町
で
は

一
人
ひ
と
り
の
子
ど
も
の
特
性
や
資
質
に
応

じ
て
十
分
に
伸
ば
し
て
い
く
教
育
を
実
現
し

て
い
き
ま
す
。

A
町
長

　

教
育
委
員
会
と
行
政
と
町
総
合
教
育
会
議

が
あ
り
、
学
ぶ
機
会
の
保
障
と
い
う
観
点
か

ら
も
重
要
な
こ
と
だ
と
認
識
し
て
い
ま
す
。

町長

継続について検討を進めていく

長田峡ライトアップの継続は

児
童
生
徒
へ
の
タ
ブ
レ
ッ
ト

児
童
生
徒
へ
の
タ
ブ
レ
ッ
ト
指
導
指
導

に
つ
い
て

に
つ
い
て

Q
本
町
に
お
け
る
児
童
生
徒
の
タ
ブ

レ
ッ
ト
使
用
に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う

な
指
導
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
か
？

A
教
育
長

　

学
級
担
任
を
中
心
に
、
基
本
的
な
操
作
、

使
用
の
ル
ー
ル
、
マ
ナ
ー
を
伝
え
る
ほ
か
、

学
習
支
援
シ
ス
テ
ム
の
中
に
あ
る
情
報
モ
ラ

ル
教
材
や
文
部
科
学
省
関
連
の
ネ
ッ
ト
教

材
な
ど
を
活
用
し
て
指
導
し
て
い
ま
す
。
ま

た
、
健
康
へ
の
影
響
を
考
慮
し
て
、
目
へ
の

負
担
を
軽
減
す
る
画
面
フ
ィ
ル
タ
ー
を
採
用

し
、
連
続
使
用
時
間
等
に
つ
い
て
も
指
導
す

る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

Q
パ
ス
ワ
ー
ド
の
設
定
と
、
指
導
体
制

は
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
か
？

A
教
育
長

　

教
育
委
員
会
で
は
、
強
固
な
パ
ス
ワ
ー
ド

を
個
別
に
初
期
設
定
し
配
布
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
全
体
の
管
理
設
定
で
、
児
童
生
徒
だ

け
で
は
使
用
で
き
な
い
制
限
設
定
を
施
し
て

い
ま
す
。

　

指
導
体
制
に
つ
い
て
は
、
平
成
30
年
度
か

ら
令
和
3
年
度
に
か
け
て
、
教
員
向
け
の
研

修
を
開
催
し
て
き
ま
し
た
。
引
き
続
き
、
研

修
等
を
行
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

小
学
校
の
通
学
路
に
つ
い
て

小
学
校
の
通
学
路
に
つ
い
て

Q
小
学
校
の
通
学
路
に
つ
い
て
、
緊
急

合
同
点
検
を
し
、
対
策
が
済
ん
で
い

る
の
は
97
か
所
、
未
対
策
が
37
か
所
で
あ
る

と
い
う
こ
と
で
し
た
。
未
対
策
箇
所
の
状
況

と
対
策
は
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
か
？

A
教
育
課
長

　

９
月
議
会
以
降
、
37
か
所
以
外
に
新
た
に

宮
村
小
1
か
所
、
三
股
西
小
1
か
所
が
追
加

さ
れ
て
い
ま
す
。
町
が
所
管
す
る
箇
所
に
つ

い
て
は
、
内
容
・
財
源
確
保
な
ど
を
協
議
し

な
が
ら
進
め
て
い
き
ま
す
。

給
食
セ
ン
タ
ー
の
環
境
つ
い
て

給
食
セ
ン
タ
ー
の
環
境
つ
い
て

Q
夏
季
に
お
い
て
、
給
食
の
調
理
室
が

高
温
に
な
る
た
め
に
、
職
員
の
体
調

や
献
立
へ
の
影
響
が
懸
念
さ
れ
て
い
ま
す
。

対
策
は
取
ら
れ
て
い
ま
す
か
？

A
教
育
課
長

　

今
年
度
、
改
善
を
図
る
た
め
に
調
理
室
空

調
設
備
設
置
工
事
を
施
工
中
で
す
。

Q
給
食
セ
ン
タ
ー
の
ト
イ
レ
の
コ
ロ

ナ
感
染
症
対
策
は
？

A
教
育
課
長

　

令
和
2
年
度
に
ト
イ
レ
改
修
工
事
を
施
工

し
、
コ
ロ
ナ
感
染
症
対
策
に
な
っ
た
も
の
と

考
え
て
い
ま
す
。

畜
産
関
連
に
つ
い
て

畜
産
関
連
に
つ
い
て

Q
県
の
和
牛
枝
肉
共
進
会
で
、
今
回
か

ら
新
設
さ
れ
た
※

一
価
不
飽
和
脂
肪
酸

の
含
有
率
に
つ
い
て
、
審
査
方
法
と
結
果
は
？

A
農
業
振
興
課
長

　

審
査
に
あ
た
っ
て
は
、
光
学
測
定
器
を
使

用
し
た
一
価
不
飽
和
脂
肪
酸
の
予
測
量
で
判

定
さ
れ
ま
し
た
。
最
高
値
の
出
品
牛
に
対
し

て
は
、「
脂
肪
賞
」
と
い
う
特
別
賞
が
交
付
さ

れ
ま
し
た
。
今
回
の
測
定
値
に
つ
い
て
は
公

表
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。

　

な
お
来
年
、
鹿
児
島
県
で
開
催
さ
れ
る

「
第
12
回
全
国
和
牛
能
力
共
進
会
」
に
お
い

て
、
新
し
く
審
査
対
象
と
し
て
「
脂
肪
の
質

評
価
群
」
が
新
設
さ
れ
ま
す
。

Q
※

枝
肉
の
単
価
は
ど
の
よ
う
に
な
っ

て
い
ま
す
か
？

A
農
業
振
興
課
長

　

枝
肉
単
価
の
平
均
は
3
3
2
1
円
と
、
前

年
度
比
1
9
6
円
の
増
と
な
っ
て
い
ま
す
。

教育長

モラル教材、ネット教材を活用

児童生徒へのタブレット指導は

そこが聞きたい!�そこが聞きたい!�内内
うちうち

村村
むらむら

立立
たつたつ

吉吉
よしよし

議員議員一般質問そこが聞きたい!�そこが聞きたい!�池池
いけいけ

邉邉
べべ

美美
よしよし

紀紀
のりのり

議員議員一般質問

※ 

一
価
不
飽
和
脂
肪
酸

①
融
点
が
低
く
、
舌
触
り
が
よ
い

②
加
熱
す
る
と
好
ま
し
い
芳
香
物
質
の
も
と
に
な
る

③
外
国
種
に
比
べ
て
和
牛
肉
に
特
に
多
く
含
ま
れ
る

④ 

悪
玉
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
の
低
下
を
も
た
ら
し
、
健

康
に
良
い
影
響
を
与
え
る

※ 

枝
肉
…
頭
部
、
尾
な
ど
を
切
り
取
り
、
皮
や
内
臓

を
取
り
除
い
た
あ
と
の
肉
体
。
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災
害
避
難
所
等
の
案
内
看
板
設
置
に

災
害
避
難
所
等
の
案
内
看
板
設
置
に

つ
い
て

つ
い
て

Q
災
害
が
発
生
し
た
場
合
の
こ
と
を

考
え
て
、
家
族
で
集
合
場
所
を
事
前

に
話
し
合
っ
て
お
く
こ
と
が
大
切
だ
と
言
わ

れ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
話
し
合
い
の
き
っ
か
け
づ
く
り
や
地

域
住
民
の
啓
発
の
た
め
に
も
、
避
難
所
や
避

難
場
所
を
示
す
、
大
き
め
で
目
立
つ
看
板
が

必
要
だ
と
思
い
ま
す
が
、
設
置
は
で
き
な
い

で
し
ょ
う
か
？

A
町
長

　

最
近
の
大
雨
、
台
風
の
猛
威
や
南
海
ト
ラ

フ
地
震
の
災
害
リ
ス
ク
が
高
ま
る
中
、
町
民

の
「
災
害
へ
の
備
え
」
の
関
心
度
は
高
ま
っ

て
お
り
、
避
難
所
や
避
難
場
所
へ
の
看
板
設

置
も
周
知
の
有
効
な
手
段
と
考
え
ま
す
。

　

取
り
組
み
に
つ
い
て
は
、
町
防
災
会
議
等

に
お
い
て
表
示
の
内
容
を
含
め
検
討
し
た
い

と
思
い
ま
す
。

Q
現
在
あ
る
28
か
所
の
避
難
所
等
の
う

ち
、
何
か
所
に
看
板
が
設
置
し
て
あ

り
ま
す
か
？

A
総
務
課
長

　

設
置
し
て
あ
る
場
所
は
あ
り
ま
せ
ん
。

避
難
所
へ
の

避
難
所
へ
の
A
E
D

A
E
D
設
置
に
つ
い

設
置
に
つ
い
てて

Q
A
E
D
の
配
置
を
町
内
に
ま
ん
べ

ん
な
く
配
置
す
る
考
え
は
あ
り
ま

せ
ん
か
？

A
総
務
課
長

　

地
域
の
多
く
を
網
羅
し
て
い
て
、
地
域
住

民
が
日
常
的
に
確
認
で
き
、
意
識
づ
け
で
き

る
よ
う
に
避
難
所
等
か
、
消
防
団
の
詰
所
も

考
え
ら
れ
る
の
で
、
看
板
の
設
置
・
表
示
と

併
せ
て
設
置
の
検
討
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

自
主
防
災
組
織
の
避
難
場
所
指
定
に

自
主
防
災
組
織
の
避
難
場
所
指
定
に

つ
い
て

つ
い
て

Q
※

自
主
防
災
組
織
で
、
自
主
的
に
避

難
場
所
を
指
定
し
て
い
る
地
区
は
、

上
新
地
区
以
外
に
あ
り
ま
す
か
？

A
総
務
課
長

　

そ
れ
以
外
に
指
定
さ
れ
て
い
る
所
は
あ
り

ま
せ
ん
。

Q
轟
木
集
落
セ
ン
タ
ー
、
大
野
集
落
セ

ン
タ
ー
、
西
植
木
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ

ン
タ
ー
は
、
町
の
避
難
所
に
指
定
し
て
あ
る

の
で
、
施
設
の
水
道
光
熱
費
は
町
が
負
担
す

る
考
え
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？

A
総
務
課
長

　
「
館
の
目
的
」
と
「
防
災
上
の
目
的
」
と
運

用
上
の
違
い
は
あ
る
も
の
の
、
防
災
上
の
必

要
な
施
設
と
位
置
付
け
ら
れ
る
の
で
、
必
要

な
措
置
を
講
じ
て
い
き
ま
す
。

期
日
前
投
票
の
改
善
に
つ
い
て

期
日
前
投
票
の
改
善
に
つ
い
て

Q
不
在
者
投
票
、
期
日
前
投
票
を
行
う

と
き
、
投
票
日
に
行
け
な
い
理
由
を

詳
し
く
聞
か
れ
ま
す
。
も
っ
と
簡
素
化
す
る

こ
と
は
で
き
な
い
で
し
ょ
う
か
？

A
選
挙
管
理
委
員
会
書
記
長

　

法
律
で
定
め
ら
れ
て
い
る
宣
誓
書
に
、
記

入
が
必
要
な
住
所
、
生
年
月
日
を
印
字
し
た

用
紙
を
渡
し
、
氏
名
の
み
を
自
身
で
記
入
し

て
も
ら
う
な
ど
の
工
夫
を
し
て
い
ま
す
。

投
票
用
紙
の
記
載
方
法
に
つ
い
て

投
票
用
紙
の
記
載
方
法
に
つ
い
て

Q
候
補
者
の
氏
名
が
印
字
さ
れ
た
投

票
用
紙
を
使
っ
て
投
票
で
き
る
よ

う
に
は
な
ら
な
い
で
し
ょ
う
か
？

A
選
挙
管
理
委
員
会
書
記
長

　

地
方
公
共
団
体
の
長
・
議
員
の
選
挙
は
、
条

例
で
定
め
れ
ば
候
補
者
名
を
印
字
し
た
投
票

用
紙
の
該
当
者
１
人
の
記
号
欄
に
〇
印
を
記

載
し
て
投
票
す
る
「
記
号
式
投
票
」
が
で
き
る

と
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

記
号
式
投
票
は
、
投
票
率
の
改
善
に
一
役
買

う
手
法
に
な
る
と
も
考
え
ら
れ
ま
す
の
で
、
選

挙
管
理
委
員
会
に
お
い
て
検
討
し
ま
す
。

町長

表示内容等を含めて検討したい

避難場所に看板を設置しては

蓼
池
大
原
地
区
の
周
辺
整
備
に

蓼
池
大
原
地
区
の
周
辺
整
備
に

つ
い
て

つ
い
て

Q
大
原
地
区
の
雨
水
冠
水
対
策
に
つ
い

て
、
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
ま
す
か
？

A
町
長

　

近
年
頻
発
す
る
豪
雨
な
ど
に
よ
り
、
排
水

機
能
の
不
足
で
道
路
冠
水
が
発
生
し
、
小
中

高
生
の
通
学
や
車
両
の
道
路
利
用
な
ど
に
支

障
が
生
じ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
今
後
、
詳

細
な
調
査
測
量
を
行
っ
た
上
で
、
道
路
側
溝

な
ど
の
排
水
施
設
の
整
備
検
討
を
行
い
、
安

全
度
を
向
上
さ
せ
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
て

い
ま
す
。

Q
雨
水
冠
水
の
対
策
後
、
側
溝
敷
地
を

利
用
し
た
歩
道
整
備
は
で
き
な
い
で

し
ょ
う
か
？

A
都
市
整
備
課
長

　

当
路
線
は
、
地
域
の
生
活
・
産
業
を
支
え

る
重
要
な
一
級
町
道
で
、
小
中
高
生
の
通
学

道
路
と
し
て
も
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。
現

在
、
片
側
で
の
歩
道
整
備
が
行
わ
れ
て
い
る

の
で
、
雨
水
冠
水
対
策
の
計
画
策
定
時
に
、

利
用
の
可
否
に
つ
い
て
も
検
討
を
行
え
れ
ば

と
考
え
て
い
ま
す
。

Q
こ
ば
と
保
育
園
と
蓼
池
南
交
差
点
信

号
機
の
中
間
に
、
横
断
歩
道
の
新
設

は
で
き
ま
せ
ん
か
？

A
総
務
課
長

　

横
断
歩
道
の
新
設
に
つ
い
て
は
、
地
区
の

要
望
を
受
け
て
警
察
署
へ
要
望
書
を
提
出
し

ま
し
た
。
し
か
し
、
交
通
量
の
多
い
路
線
に

お
い
て
は
、
信
号
機
と
信
号
機
の
距
離
間
が

短
い
中
に
横
断
歩
道
を
設
置
す
る
こ
と
で
横

断
者
の
危
険
性
が
増
す
と
の
判
断
が
あ
り
、

設
置
不
可
の
回
答
が
示
さ
れ
ま
し
た
。

み
ま
た
ん
霧
島
パ
ノ
ラ
マ
ま
ら
そ
ん

み
ま
た
ん
霧
島
パ
ノ
ラ
マ
ま
ら
そ
ん

大
会
に
つ
い
て

大
会
に
つ
い
て

Q
み
ま
た
ん
霧
島
パ
ノ
ラ
マ
ま
ら
そ
ん

大
会
は
、
1
月
の
極
寒
時
期
の
開
催

で
選
手
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
も
体
調
管
理
が
大

変
で
す
。
日
程
変
更
は
で
き
ま
せ
ん
か
？

A
教
育
長

　

寒
い
時
期
で
あ
り
ま
す
が
、
ラ
ン
ナ
ー
に

と
っ
て
は
走
り
や
す
い
の
で
は
な
い
か
と
判

断
し
て
お
り
ま
す
。
こ
れ
ま
で
の
5
回
の
実

績
を
踏
ま
え
、
開
催
日
に
つ
い
て
は
現
状
が

よ
い
の
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
ま
す
。

Q
三
股
町
ふ
る
さ
と
祭
り
、
三
股
町
剣

道
練
成
大
会
の
い
ず
れ
か
と
同
日
開

催
は
で
き
ま
せ
ん
か
？

A
教
育
課
長

　

マ
ラ
ソ
ン
大
会
は
、
町
職
員
を
含
む
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
お
よ
そ
4
8
0
人
、
ふ
る
さ
と
祭

り
も
1
2
0
人
が
運
営
に
携
わ
っ
て
い
ま

す
。
マ
ラ
ソ
ン
大
会
は
道
路
規
制
が
必
要
と

な
る
た
め
、
交
通
上
の
混
乱
も
想
定
さ
れ
、

同
日
開
催
は
難
し
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
ま

た
、
剣
道
錬
成
大
会
と
の
同
日
開
催
に
つ
い

て
も
、
駐
車
場
と
し
て
町
武
道
体
育
館
周
辺

の
体
育
施
設
及
び
役
場
ま
で
使
用
し
て
い
る

状
況
で
あ
り
、
駐
車
場
確
保
が
困
難
に
な
る

と
予
想
さ
れ
、
難
し
い
と
判
断
し
て
い
ま
す
。

高
病
原
性
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の

高
病
原
性
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の

防
疫
対
策
に
つ
い
て

防
疫
対
策
に
つ
い
て

Q
町
内
に
お
け
る
防
疫
体
制
は
で
き
て

い
ま
す
か
？

A
農
業
振
興
課
長

　

今
年
2
月
に
「
特
定
家
畜
伝
染
病
防
疫
対

策
マ
ニ
ュ
ア
ル
」
を
策
定
し
ま
し
た
。
初
動

対
応
な
ど
、
町
職
員
を
対
象
に
防
疫
作
業
の

要
領
つ
い
て
学
ぶ
演
習
を
実
施
し
、
防
疫
措

置
の
迅
速
化
と
強
化
に
努
め
て
い
ま
す
。

Q
養
鶏
農
家
へ
の
防
疫
対
策
の
指
導
は

行
わ
れ
て
い
ま
す
か
？

A
農
業
振
興
課
長

　

養
鶏
農
家
へ
は
、
消
毒
剤
・
※

殺さ

鼠そ

剤
・

消
石
灰
を
配
布
し
て
い
ま
す
。
ま
た
防
疫
対

策
の
徹
底
と
野
鳥
侵
入
対
策
と
し
て
、
防
護

ネ
ッ
ト
の
定
期
的
な
点
検
、
埋
却
地
の
現
状

確
認
等
の
指
導
を
行
っ
て
い
ま
す
。

町長

調査測量を行い整備を検討する

蓼池大原地区の周辺整備は

そこが聞きたい!�そこが聞きたい!�堀堀
ほりほり

内内
うちうち

和和
かずかず

義義
よしよし

議員議員一般質問

勝岡蓼池線沿道の排水路
(左側)と用水路(右側)

そこが聞きたい!�そこが聞きたい!�指指
いぶいぶ

宿宿
すきすき

秋秋
あきあき

廣廣
ひろひろ

議員議員一般質問

※ 

自
主
防
災
組
織
（
令
和
４
年
１
月
１
日
現
在
）

　

 

今
市
、
上
新
、
東
植
木
、
仮
屋
、
轟
木
、
大
八
重
、

上
米
、
中
米
、
花
見
原
の
9
自
治
公
民
館（
結
成
順
）

※ 

殺
鼠
剤
…
鼠
（
ネ
ズ
ミ
）
駆
除
剤

っ
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総務産業常任委員会
視察研修に行ってきました

文教厚生常任委員会
視察研修に行ってきました

N 農
業
の
担
い
手
協
議
会
（
担
い
手

農
業
の
担
い
手
協
議
会
（
担
い
手

育
成
総
合
支
援
協
議
会
）
活
動
に

育
成
総
合
支
援
協
議
会
）
活
動
に

つ
い
て

つ
い
て

Q
農
業
の
担
い
手
不
足
が
課
題
と
な
っ

て
い
ま
す
が
、
新
規
就
農
者
育
成
な

ど
の
状
況
は
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
か
？

A
町
長

　

農
業
従
事
者
の
減
少
や
高
齢
化
の
対
策
と

し
て
、
本
町
農
業
の
振
興
を
図
る
上
で
、
新

規
就
農
者
の
確
保
・
育
成
が
極
め
て
重
要
で

あ
る
と
認
識
し
て
い
ま
す
。
本
町
で
も
国
の

農
業
次
世
代
人
材
投
資
事
業
、
49
歳
以
下
の

新
規
就
農
者
や
、
県
の
農
業
人
材
投
資
事
業

親
元
3
年
以
内
を
活
用
し
な
が
ら
、
就
農
に

対
す
る
支
援
、
北
諸
県
農
業
改
良
普
及
セ
ン

タ
ー
を
事
務
局
と
し
た
新
規
就
農
者
支
援
部

会
で
相
談
体
制
の
整
備
を
図
っ
て
い
ま
す
。

Q
担
い
手
協
議
会
活
動
に
つ
い
て
は

ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
ま
す
か
？

A
農
業
振
興
課
長

　

平
成
17
年
に
国
・
県
に
お
い
て
、
担
い
手

確
保
・
育
成
に
伴
う
各
種
事
業
が
創
設
さ
れ

た
こ
と
に
よ
り
、
平
成
21
年
度
に
都
城
地
域

農
業
振
興
セ
ン
タ
ー
か
ら
独
立
し
た
組
織
と

し
て
再
編
さ
れ
た
協
議
会
で
す
。
そ
の
中
に

は
、
４
つ
の
専
門
部
会

①�

認
定
農
業
支
援
部
会

②�

集
落
営
農
推
進
部
会

③�

農
地
利
用
・
調
整
部
会

④�

新
規
就
農
者
支
援
部
会

が
あ
り
ま
す
が
、
一
部
休
止
中
の
部
会
も
あ

り
ま
す
。
協
議
会
の
再
編
を
含
め
、
あ
り
方

を
検
討
し
て
い
ま
す
。

第第
33
者
就
農
者
の
支
援
事
業
に
つ
い
て

者
就
農
者
の
支
援
事
業
に
つ
い
て

Q
第
3
者
就
農
者
（
第
3
者
継
承
）
へ

の
国
の
支
援
事
業
に
つ
い
て
、
手
続

き
の
状
況
は
ど
う
な
っ
て
い
ま
す
か
？

A
農
業
振
興
課
長

　

国
の
新
規
支
援
策
と
し
て
、
令
和
5
年
度

ま
で
に
40
代
以
下
の
農
業
従
事
者
を
40
万
人

に
拡
大
す
る
こ
と
を
目
標
と
し
た
事
業
が
示

さ
れ
ま
し
た
。
事
業
内
容
の
概
要
は
、
経
営

開
始
時
に
49
歳
以
下
の
認
定
新
規
就
農
者
に

対
し
て
、
経
営
開
始
資
金
最
大
1
0
0
0
万

円
を
公
庫
か
ら
無
利
子
で
融
資
の
上
、
そ
の

償
還
金
を
支
援
す
る
内
容
と
な
っ
て
い
ま

す
。
主
な
必
要
条
件
は
、

◎��

経
営
開
始
時
に
49
歳
以
下
の
認
定
新
規

就
農
者
で
あ
る
こ
と
。

◎��

人
・
農
地
プ
ラ
ン
に
位
置
付
け
ら
れ
て

い
る
こ
と
。

◎��

親
元
就
農
は
、
親
と
は
別
に
自
ら
の
経
営

部
門
を
立
ち
上
げ
、
親
元
就
農
後
5
年
以

内
に
親
の
経
営
継
承
し
、
経
営
発
展
さ
せ

る
こ
と
。

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

要
綱
要
領
な
ど
詳
細
に
つ
い
て
、
ま
だ
国

か
ら
示
さ
れ
て
い
な
い
た
め
、
募
集
等
は

行
っ
て
お
り
ま
せ
ん
。

町
内
の
防
犯
灯
の
設
置
に
つ
い
て

町
内
の
防
犯
灯
の
設
置
に
つ
い
て

Q
文
化
会
館
前
、
植
木
公
園
付
近
な
ど
、

暗
く
て
夜
間
ジ
ョ
ギ
ン
グ
等
で
道
路

の
確
認
が
難
し
い
場
所
の
防
犯
灯
設
置
に
つ

い
て
は
、
ど
の
よ
う
に
対
応
し
て
い
ま
す
か
？

A
総
務
課
長

　

地
域
内
防
犯
灯
の
設
置
に
つ
い
て
は
、
住

宅
地
区
で
の
生
活
道
路
に
お
け
る
夜
間
の
通

行
の
安
全
を
図
る
た
め
、
自
治
公
民
館
、
支

部
単
位
で
の
要
請
に
応
じ
て
設
置
し
て
い

ま
す
。
ジ
ョ
ギ
ン
グ
等
に
供
す
る
道
路
の
安

全
性
を
確
保
す
る
た
め
の
防
犯
灯
設
置
に
つ

い
て
は
、
目
的
に
そ
ぐ
わ
な
い
の
で
は
な
い

か
と
考
え
ま
す
。
ま
た
設
置
に
つ
い
て
は
地

区
、
地
域
の
方
々
と
の
十
分
な
検
討
が
必
要

と
考
え
ま
す
。

町長

新規就農者の確保・育成が重要

農業担い手対策は

本町の新規就農者相談の状況

そこが聞きたい!�そこが聞きたい!�新新
にいにい

坂坂
さかさか

哲哲
てつてつ

雄雄
おお

議員議員一般質問

年度 相談件数 実家
（農家）

農業次世代
（国）

農業人材投資
（県）

令和 元 8 4 0 ー

2 7 0 0 2

3 4 3 0 2

　

総
務
課
危
機
管

理
係
及
び
工
事
契

約
業
者
立
会
い
で
、

長
田
地
区
の
防
災

拠
点
と
な
る
建
設

工
事
中
の
「（
仮
称
）

三
股
町
第
５
地
区
防
災
セ
ン
タ
ー
」
内
の

消
防
団
詰
所
や
自
主
防
災
研
修
室
・
備
蓄

倉
庫
・
研
修
室
倉
庫
な
ど
の
確
認
を
行
い

ま
し
た
。

　

今
年
度
開
園
し
た
（
放
課
後
児
童
ク
ラ

ブ
）
た
で
い
け
キ
ッ
ズ
の
視
察
に
行
っ
て

き
ま
し
た
。

　

福
永
園
長
を
は
じ
め
、
町
内
の
法
人
放

課
後
ク
ラ
ブ
関
係
者
の
皆
さ
ん
も
同
席
頂

き
、
話
を
聞
か
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
は
、
保
護
者
が
労

働
等
に
よ
り
昼
間
家
庭
に
い
な
い
児
童
を

放
課
後
や
土
曜
日
・
夏
休
み
な
ど
に
、
児

童
ク
ラ
ブ
室
や
広
場
な
ど
を
活
用
し
て
生

活
の
場
を
提
供
す
る
と
こ
ろ
で
す
。
遊
び

や
生
活
に
お
け
る
適
切
な
支
援
を
通
し
て

子
ど
も
達
の
健
全
な
育
成
を
図
る
こ
と
を

目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
下
校
時
に
は
、
児
童
の
安
全
確
保

と
保
護
者
が
安
心
し
て
預
け
ら
れ
る
よ
う

通
学
路
の
途
中
ま
で
職
員
が
迎
え
に
行
く

な
ど
、
環
境
づ
く
り
に
も
配
慮
し
た
施
設

だ
と
の
説
明
を
受
け
ま
し
た
。

（
仮
称
）三
股
町
第
５
地
区
防
災
セ
ン
タ
ー

の
確
認
を
行
い
ま
し
た

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ「
た
で
い
け
キ
ッ
ズ
」

の
視
察
に
行
っ
て
き
ま
し
た

自主防災
研修室
（和室）

自主防災研修室
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消防用
玄関

消防
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調理室
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廊下

男
子
ト
イ
レ

女
子
ト
イ
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第5地区 防災センター 平面図

日　
　

程
： 

令
和
3
年
12
月
13
日

午
後
1
時
30
分
～　

参
加
者
： 

総
務
産
業
常
任
委
員
5
名
及
び

議
長
・
議
会
事
務
局
職
員
1
名

場　
　

所
： 

三
股
町
大
字
長
田

（
長
田
小
学
校
西
側
）

名　
　

称
： （
仮
称
）
三
股
町
第
5
地
区

防
災
セ
ン
タ
ー

敷
地
面
積
：
2
6
8
6
・
88
㎡

延
床
面
積
： 

2
7
4
・
51
㎡
（
83
・
0
坪
）

日　
　

程
： 

令
和
3
年
12
月
13
日

午
後
2
時
30
分
～

参
加
者
： 

文
教
厚
生
常
任
委
員
5
名
及
び

議
長
・
議
会
事
務
局
職
員
3
名

視
察
先
： （
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
）
た
で
い

け
キ
ッ
ズ

説
明
者
： 

福
永
園
長
、
町
内
法
人
児
童
ク

ラ
ブ
関
係
者
（
3
ク
ラ
ブ
）



　全校児童に一人１台のタブ
レットが配付され、児童の学習への意欲がグンと高まりました。その
意欲を学力につなげられるよう、職員もしっかり研修を行い、授業の
中でより効果的に活用できるよう日々研究を重ねています。

令
和
4年
2月
15日（

N
o.106）

■
発
行
/
三
股
町
議
会

み
ま
た
ん
ぎ
か
い

三
股
町
議
会
だ
よ
り

1
0
6

v
o
l.

委 員 長

田中 光子
委　　員

新坂 哲雄
副委員長

楠原 更三

委　　員

指宿 秋廣

議会広報編集常任委員会
編

集

後

記

〒
889

-1995 
宮
崎
県
北
諸
県
郡
三
股
町
五
本
松
1-1

TEL.0986-52-9310
三
股
町
議
会
事
務
局

■
編
集
/
議
会
広
報
編
集
常
任
委
員
会

106

vol.

発行／三股町議会
2022年2月15日発行

三股町議会だより

みまたんぎかい
よい人、よい町、よい政治。議員が編集した手づくり広報紙

花と緑と水の町三股町

町民の安全・安心を守る
頼もしい消防団の皆さん

ありがとう！

　梶山小学校は、創立14８年目の歴史ある学
校です。全校児童７１人という少人数の利点を
生かし、日々の「凡事徹底」の指導と、実態に
即したきめ細やかな指導を通して教育の質の

向上を図ります。また、児童同士の関わりはも
ちろんのこと、児童一人一人に様々な職員が関
わることを通して、存在感を高め、心の居場所
としての学校づくりに努めています。

み
ま
た
ん
学
校
紹
介

かんどうがいっぱい じまんがいっぱい
 やる気じゅうぶん

まいにちが楽しい 梶山小学校

わが校のココがポイント！！

三
股
町
に
あ
る
小
中
学
校
の
１
校
に
ス
ポ
ッ
ト
を
あ
て
、タ
ブ
レ
ッ
ト
導
入
に
よ
る
学
習
の

成
果
や
、独
自
の
教
育
や
取
り
組
み
な
ど
、各
校
の
特
色
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

三
股
町
立
梶
山
小
学
校
住
所
／
三
股
町
大
字
長
田
２
８
７
６

設
立
／
明
治
６
年
　
生
徒
数
／
71
名

Vol.3

　国
は
、マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
と
運
転
免

許
証
を
一
体
化
し
て
、行
政
手
続
き
な
ど
デ

ジ
タ
ル
化
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

　こ
れ
に
よ
っ
て
免
許
更
新
が
便
利
に
な

り
、警
察
の
窓
口
業
務
が
軽
減
さ
れ
る
こ
と

は
良
い
こ
と
で
す
。

　し
か
し
、高
齢
者
ド
ラ
イ
バ
ー
に
よ
る
ア

ク
セ
ル
と
ブ
レ
ー
キ
の
踏
み
間
違
い
や
高

速
道
路
の
逆
走
事
故
な
ど
が
頻
発
し
て
い

ま
す
。

　こ
れ
を
防
ぐ
た
め
に
は
、認
知
機
能
や
身

体
機
能
を
測
定
し
た
り
、免
許
証
返
納
に
つ

い
て
も
適
正
に
応
じ
た
ア
ド
バ
イ
ス
を
し

た
り
す
る
こ
と
が
不
可
欠
だ
と
考
え
ま
す
。

（
新
坂
）

タブレット導入後の変化 　運動会では5・6年生が地域の保存会のご指導の
もと、伝統芸能である「棒踊り」「俵踊り」を隔年で披露します。
　また、昼休み時間に委員会企画で「みんなで遊ぼう集会」を実施し
ています。全校で仲良く元気よく遊びます。　

当校の自慢

photo：消防出初式の様子(1月9日)

そこが聞きたい !!

一般質問 9名

vol.3みまたん学校紹介

三股町立梶山小学校

視察研修に行ってきました

総務産業常任委員会
文教厚生常任委員会

一般会計補正予算等、全て全会一致で可決

三股町議会 第7回（令和3年12月）定例会報告


